
2022 年 佐臨技会報    8 月 
発行所：一般社団法人佐賀県臨床検査技師会              発行人:平野 敬之 編集人：柴田 由美  

〒840-8571 TEL:070-2392-1447                   URL  ： https://saringi.jp 
事務局：佐賀県医療センター好生館 検査部内                Email ：saringi-jimu@saga.email.ne.jp（事務局） 

 

第25回佐賀県医学検査学会報告 

7月10日（日）、第25回佐賀県医学検査学会を完全Webにて

開催しました。学会の事前登録者数は104名、当日のアクセス

数は約80接続と多くの方に参加していただきました。今回の学

会では、一般演題に加え、特別企画、公開講演の内容で開催し

ました。 

一般演題数は6題、4施設からのエントリーでした。また、

特別企画においては、「臨床検査技師の未来」をテーマに「佐賀

県の施設現況調査報告」から始まり、県内3施設の施設紹介の

後、演者に平野敬之佐臨技会長を交え、活発な意見交換が行わ

れました。公開講演につきましては、済生会唐津病院 遠藤広

貴先生に「佐賀県の年代別の胃がん対策」についてご講演いた

だきました。 

皆様のご協力のおかげで、充実した学会となりましたこと感

謝申し上げます。来年度、佐賀県は、日臨技九州支部医学検査

学会（第57回）の担当となります。本学会の反省と会員皆様の

ご意見を参考にし、開催に向け準備を進めていきたいと思いま

す。ご協力、よろしくお願いいたします。 

2022年度 第3回理事会報告 

6月28日（火）にWebにて標記理事会を開催しました。 

議題1.理事役割分担について 

議題2.理事担当施設について 

議題3.各種委員会について 

議題4.入退会者の承認について 

慎重な審議の結果、すべての議題について承認された。 

 

表彰（賞・罰）審査委員会報告 
7月8日（金）にWebにて標記委員会を開催しました。 
議題1.委員長・副委員長の選出について 

   委員長 ：中村志保美氏（嬉野温泉病院） 

   副委員長：松下和敏氏 （宇都宮病院） 

議題2.医療功労賞候補者の推薦について 

   すべての地区で該当者無し 

議題3.公衆衛生事業功労者の推薦について 

   すべての地区で該当者無し 
2022・2023年度表彰（賞・罰）審査委員 

松下 和敏 宇都宮病院 県北 

中村 志保美 嬉野温泉病院 県西 

田中 宏枝 佐賀県医療センター好生館 県南 

 

第1回九州支部内連絡会議報告 

7月9日（土）、標記会議がWebにて開催されました。最初に

新役員の報告があり、九州支部長に福岡県の倉重康彦副会長、

副支部長（学術部長兼務）に熊本県の田中信次会長が就任した

ことが報告されました。日臨技定時総会および理事会に関する

報告の後、令和4年度九州学術企画・支部研修会に関すること、

臨地実習指導者講習会実施状況、タスク・シフト/シェア実技講

習会の進捗状況について報告がありました。臨地実習指導者講 

 

習会は、これまでに九州で2回開催され、今年度中にあと1回

開催（各施設から1名のみ）、来年度4月からは各施設から複数

名の受講ができるようになるとの報告がありました。その他、

各県報告と、11月に久留米市で開催される九州支部医学検査学

会（第56回）、来年10月に佐賀市文化会館で開催予定の九州支

部医学検査学会（第57回）の進捗報告などがあり、閉会となり

ました。 

長崎・佐賀役員合同ミーティング報告 

長崎県臨床検査技師会門脇和秀会長の提案により、7 月 13
日に両県の会長、副会長、事務局が参集した合同ミーティング

をWebにて開催しました。各県技師会役員の世代交代が進む中

で、会運営に関する課題や悩みを共有し、両県の今後の会運営

に活かしていくことを確認しました。今後も九州各県とさまざ

まな形で交流を深めていきたいと考えています。 

第17回佐賀県合同輸血療法委員会世話人会報告 

6月 27日(月)、標記会議が佐賀県赤十字血液センターとWeb

のハイブリッド形式にて開催されました。はじめに世話人の交

代及び新任世話人の紹介があり、今年度からオブザーバーとし

て佐賀大学医学部附属病院の山田麻里江技師が世話人に加わる

ことが承認されました。その後、今年度の活動について審議が

行われ、医療機関に向けた輸血療法に関するアンケート調査に

ついては隔年実施が承認され、今年度は実施しないこととなり

ました。 

第13 回佐賀県合同輸血療法委員会については、12月開催予

定で日程調整とプログラム決定、座長等の選出を行っていくこ

とが承認されました。 

 その他、令和4年度厚生労働省研究事業に関すること、献血

状況の報告等があり、閉会となりました。 
ゆめさが大学での活動報告 

公益財団法人佐賀県長寿社会振興財団が運営するゆめさが大

学（学長：山口祥義佐賀県知事）で、2020年度から2年間、佐

賀大学医学部附属病院の小屋松純司技師が「血管年齢を若く保

つためには」という内容で講師を務めましたが、今年度から、

唐津赤十字病院の峯悠太郎技師が講師を務めることとなりまし

た。7月13日に佐賀市で1回目の講義を行い、今年度はあと2
回講師を務めます。峯技師の講義の前に、広報活動として平野

敬之佐臨技会長が臨床検査技師と臨床検査、当会の活動内容に

ついて紹介を行いました。 

7月活動報告 

8日（金）表彰（賞・罰）審査委員会（Web）・・・平野・渡辺 

9日（土）第1回九州支部内連絡会議（Web）・・・・・全三役 

10日（日）佐賀県医学検査学会（Web）・・・・・・・・全三役 

13日（水）長崎・佐賀役員合同ミーティング（Web）・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・平野・石隈・森・牛島 

21日（木）生涯教育研修委員会（Web）・・・・・・・・全三役 

26日（火）三役会（Web）・・・・・・・・・・・・・・全三役 

28日（木）九州支部医学検査学会（第57回）打合せ・全三役 

佐臨技HPへ 

はこちらから 


